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巻頭言 
我々は何処へ行くのか 

－もう一度ベンチャー精神の原点を－ 
株式会社ｼｽﾃﾑﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ&ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 

代表取締役 菊地 史郎 
 

１．共存共栄は過ぎ去りし夢 
 
 欲ボケ、平和ボケで大半の日本人は、戦

後牙を抜かれてしまったのだろうか。我々

日本人はともすれば胃がキリキリと痛むよ

うな交渉事を極力避け、無難にスマートに

振る舞っていないだろうか。日本国民は戦

後５０年、高度経済成長も手伝って相当豊

かな時期を体験してきました。それこそ知

らず知らずに国家や国家の作った規制等に

どっぷり身を委ね、手厚く守られてきまし

た。各人の行動も意識して自己責任に裏打

ちされていなくとも、それなりに個人個人

の現在・将来生活が安全に保証されて来ま

した。バブル崩壊以前、高品質大量生産は

お家芸とばかりに、日本一国が一人勝ちに

突き進むことの出来た国際環境でした。発

展途上国から見れば、共存共栄を旗印にし

ても、日本人は自国の利益だけを追求する

身勝手な国民に見えた事でしょう。日本で

は繁栄ボケの為、人の痛みを理解できない

人種が極端に増えてしまいました。いたる

ところで、「自分だけが良ければ良い」と

言った、特別利己的な風土が出てきている

ように思えます。 
 しかしながらこれからの高度国際社会で

は、国家も個人も意識して自己責任に則り

自己実現を果たさない限り、国もましてや

個人も存在理由を否定されることになりま

す。本格的な国際化時代では、もはや共存

共栄など望むことが出来ません（日米、日

台、日韓等などの貿易収支で考えれば一目

瞭然です）。なんとか各国が産業立地など

適正に住み分けして、「痛みを分かち合え

る、共存共生を大きな目標としなければな

らない時代」となりました。日本人は「和

をもって貴し」の文化に支えられ、単一民

族、単一文化、単一言語の極めて穏やかな

中で育ってきました。その結果日本人は相

手を極端に追い込んだり、打ちのめさない

のをもって美意識としております。タフな

自己主張や突出した自己アピールのない

“なれあい”の体質が身についてしまって

います。相当意識しない限り、表だって相

手を追いつめるような、自己表現は極めて

苦手です。それこそギリギリの交渉など、

ほとんど経験していません。グローバル化

で住み分けを見つけるためには正しく自己

表現出来なければならないでしょう。厳し

い自己主張の為には、なによりまづ自己責

任による正しい自己規制、矛盾のない論拠

が要求されてきます。 
 
２．野心なくして向上なし 

 
 NHKの大河ドラマ“毛利元就”の時代で
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もその後の戦国時代でも、人は勝ち残り、

生き残りを賭けて苦労をものともせずに、

自分から立ち向かっていきました。乱世の

時代にこそ、人間は最もタフに知力・気力・

体力を駆使して本当の競争原理に立ち戻れ

たし、全力で自分の人生を凝視する事が出

来ました。野心とは密かに育むものであり、

表だっては現さないと指摘する人もいるか

もしれません。しかしこれから待ち受ける

二十一世紀は、いまや間違いなくボーダレ

スの乱世の時代と言えるでしょう。 
 自分の明確な目標無しに、自己啓発も向

上もありません。大学卒業年次だけで、自

分の人生が決定してしまう不思議な時代が

続きました（まだ若干名残があります）。

大学卒の肩書きや卒業年次を頼りに、一切

厳しい立場には身を置かず、ぶら下がって

安全な人生を享受出来た時代が続きました。

いつの時代でも常に自分を燃やし、自己啓

発を計ることは、簡単ではありません。そ

れなりの野心を持ち続けることが不可欠と

なります。戦国時代のように、それ相当の

知力・気力・体力並びに好奇心が必要とな

ります。全て自分の人生ですから、自分の

責任でどの様に生きても別に問題はありま

せん。これからの乱世は他国と自由競争で

共存共生を実現する事が前提になります。

日本の常識ではとても対応出来ません。こ

れまで以上に向上心を求め、野心を持ち続

けなければなりません。猛烈なボーダレス

化は乱世の始まりを意味しております。乱

世を生き抜くには、それこそ原点に立ち返

って、ベンチャー精神をもう一度沸き起こ

さなければならないでしょう。「これまで

通りの価値基準では、日本国や日本人は間

違いなく消滅する」と言う警鐘があちらこ

ちらから鳴らされています。 

 確かに発展途上のアジアの国と比べ、平

均的には日本人の知的レベルは極めて高い

と言えます。その反面時代は大きく変革し、

アジアの国々の爆発的な好奇心や活力の前

にたじろぐ日本人の姿があります。これま

で通りにみんなで渡れば恐くない式の横並

び意識を続けていては、欧米には益々大き

く引き離されていきます。そればかりか発

展途上国にも簡単に追いつかれ、軽く追い

抜かれてしまいます。従って思い切って自

己改革出来ない限り、これからの時代には

どうあがいても通用しないと断言出来ます。

まづ我々一人一人が「自分の明日は自分で

拓く」と言う強い意思と向上心を持たなけ

ればなりません。ベンチャー精神の原点に

立ち返る事こそ、国際競争に打ち勝つため

の大きな手だてとなります。他人の痛みを

充分分かち合い、共存共生を計れる野心溢

れる人材の育成が急務の課題となってきた

所以と言えます。 
 
３．ＳＰＥＣは間違っているのか 
 
 今年度のＳＰＥＣは、４月１日から完全

年俸制移行の実施を迎え様々な問題が吹き

出しました。制度の改定などは、ただでさ

え疑心暗鬼を産み出しやすいものです。良
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くて当たり前であり、下手をすると命取り

にもなりかねません。我が社はお陰様で、

極めて優良の顧客や株主に恵まれバブル崩

壊をものともせずに今日を迎えております。

しかしまだまだ未熟であるとを充分自覚し、

ベンチャーを強く意識することで、あらゆ

る不測の事態に備えて来ております。ＳＰ

ＥＣ１６年半の歴史は、色々な点での制度

疲労を表面化しました。ＳＰＥＣは企業で

あり、会社員として参加してきた社員にと

っては、毎年毎年契約社員の様に契約更改

を迫られことに納得出来ない人もいます。

その為別な選択を急いだ仲間も多く見受け

られました。ＳＰＥＣは社歴のわりには、

かなり思い切って次代を先取りした手を多

く打って来ております。今回の全員年俸制

は、他社には例のないおそらく極めて刺激

的な経営施策です。これまでの学歴、性別、

勤続年数、扶養家族等の属人的な要素を全

て排除し、戦国時代のように顧客やマーケ

ット等の外部から得られた利益や収入をそ

の成果に応じて配分しようとするものです。

戦国時代であればマーケットと言う城を落

としてきたら、全てその成果を獲得者に委

ねようとするものです。ところが同じ問題

でも、目下の環境（上司、同僚、部下、顧

客等）を自ら選択したのではない等と受け

とめると、愚痴や不満ばかりが頭をもたげ

てきます。その様な状況では、自己責任で

対処する自信も無いし、非常に辛い耐え難

いと感じてしまう人も出てきます。常に自

分の向上を目指す人にとっては（自分のた

めに自己啓発の機会と捉える野心に満ちた

人）、どの様な環境でもこれを絶好のチャ

ンスと考えて行動します。 
 毛利元就は初めから戦国大大名ではあり

ませんでした。親の時代には、ご存じのよ

うに国人衆の一武将にすぎなかったわけで

す。どんな未熟な時期であっても、初めか

らまともに戦う事も出来 
ないなどと諦め逃げ出さず、力一杯知恵を

絞ってきました。絶体絶命の真っ直中でも、

「環境が悪すぎる」とはせずに艱難辛苦を

乗り越え自分の総合力を拡大していったの

は歴史の示すとおりです。今我々はボーダ

レスの乱世社会に突入しております。乱世

と言っても、命のやりとりをする戦国持代

ではありません。命に関わらない分だけ、

野心を持たず、平穏に人生を送りたい人も

あるでしょう。冒険で自分の身をすり減ら

すより、わづかでもレベルアップがあれば、

平穏無事を良しとしたい人もあるでしょう。

そう思う人にとってはＳＰＥＣの選択はと

ても理解できませんでした。グローバリゼ

イションの乱世の二十一世紀にあっては、

確かに目先では生死には直結しないでしょ

う。しかしこの乱世は生死に関係がない分

だけそれ以上に、気がついた時にはもはや

手遅れの局面となります。日本や我々の将

来の存立を危うくさせます。これまでのよ

うに国家や国家の作った規制等に守られた

時代は、それこそ過ぎ去りし夢でしかあり

ません。乱世のボーダレス社会の中で通用
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するためには、積極的にこれまでの価値体

系を捨て去ることから始まります。 

 ＳＰＥＣの選択は決して間違いではあり

ません。早めは早めに対処している分だけ、

時代間ギャップの洗礼を受けております。

二十一世紀は意識するにせよしないにせよ、

まづ我々は欧米と同様に、自己責任による

判断を強く求められてきます。これまでの

ように、曖昧に誰かが責任を負ってくれる

時代ではありません。従って自分の年俸な

り、価値を認めさせるにはそれなりの行動

が必要になります。新人にとっても同じ事

が言えます。確かな目的もなく卒業・就職

してきた者にとっては、スタートから厳し

い時代となります。大学卒や卒業年次だけ

では全く通用しない世界になります。特に

我々の産業では、全て自己責任で自己投資

を繰り返す者だけが、新しい価値基準に対

応できます。所詮全ては自分の人生であり、

誰のものでもありません。少なくともＳＰ

ＥＣに集う仲間は、次代を先取りして、あ

らゆる可能性に果敢にチャレンジして下さ

い。 
 
４．労働流動化基盤と情報産業 

 
 ＳＰＥＣ流年俸制は別途定めたＳＰＥＣ

キャリアパス－プラン（職能開発制度）に

則り、 
①個性的で創造的な人財の育成 
②社員が創造的な仕事に生きがい、働きが

いを感じ、地域社会にも貢献できる人財の

育成 
③ボーダレスでかつバーチャルコーポレ

ト社会で他国や他社の文化と共生出来る

豊かな人間性並びに教養を持った人財の

育成 
を究極の目的としています。特に次代を先

取りして自由競争を押し進め、社内ともに

オープンな労働の流動化を計ろうとして

います。相対評価やポテンシャル期待と言

った古い人事制度をかなぐり捨てよう。真

っ先に属人的な要素である、学歴、性別、

扶養家族、社歴で給与体系を固定化しない。

「井の中の蛙」にならないように、他の世

界でも充分通用するように成果主義に力点

を移そう。競争原理に立ち戻り自己責任で、

どんどん自己投資も行い、ハイリスク・ハ

イリターンで臨むことを大原則としよう。

敗者復活も充分考慮され、成果主義で自分

の価値を認めさせる、魅力的な提案です。

正しい労働流動化の実践ははまさに次代を

先取りした、沈没し始めている日本にとっ

て不可欠のテーマです。しかし終身雇用・

年功序列にどっぷり浸かっている人達には、

なかなか馴染めない事でしょう。終身雇用

の年功序列で平和ボケの日本には、まだま

だ自由に転職出来る労働市場がありません。

それを支える労働マーケットは、積極的に

自己責任の自由競争によってのみ成り立っ

てきます。ＳＰＥＣでは創業時より新人に

は特に、「転職のすすめ」を提案し差別化
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を計らせています。就職は結婚とおなじで

ある。合わないと気がついたら転職した方

がよい。しかし離婚・転職の原因の大半は、

自分に有ることが多いものである。相手に

変えさせるのではなく、まづ自分改革を試

みなさい。それでも駄目の場合は勇気を持

って、離婚・転職に踏み切りなさい。但し

転職するからには、最低限３カ月以内に、

３社以上から、現在の３割アップの報酬で

要請されるようでなければならない。それ

に到達できるよう、常日頃から自己啓発に

務めることにしなさい。ＳＰＥＣの年俸制

はまさにその実践です。また千谷部長の提

案にも、比較的沿ったものと言えます。そ

れらが充分可能な、オープンの社会が今ま

さに実現しようとしています。 
 我々情報産業こそ、本来ならば時間軸中

心のキャリアパスプラン等、いち早く捨て

去らなければ対処できないことに気付ける

産業です。年功序列、終身雇用をベースに

人生設計を組み立ててはならないと言えま

す。全て自己責任で時間や環境をコントロ

ールし、新しいテーマにも果敢に挑戦しな

ければならなくなりました。今まさに先般

ご講演（６ー１０頁に掲載）戴いた富士通

の千谷主席部長の提案する「社内労働流動

化基盤構想」を意識しなければならない時

期を迎えたわけです。 
我々の情報産業が欧米に大きく立ち遅れた

最大の理由は、日本中あげての平和ボケに

よりベンチャー精神の喪失と言えます。 
 企業経営者にとって、店頭なり東証や大

証に上場する事は高校球児にとって甲子園

に出るのと同じ意味があります。ＳＰＥＣ

が１９８３年東京投資育成のベンチャー投

資を受けたのも、それへ向けての第一歩で

した。情報産業で店頭登録を実現した大半

の企業は、ベンチャービジネスとしての上

場ではなく、どうしてもスケールを追い求

めてしまいました。店頭登録を視野に入れ

た場合、売上全体をある程度維持する目的

で組織規模の拡大にのみに頼っていたと言

えます。要は多くの店頭登録企業はいまだ

に、頭数のビジネスの領域を出ていないと

言えます。 
 ＳＰＥＣは個々人同様に、自己責任にて

企業投資を果敢に実践し続けます。頭数の

ビジネスは、早晩限界を迎えてしまいます。

先輩企業を他山の石として、新しい枠組み

に挑戦する事こそ不可欠となります。規模

の拡大を主眼としない新しい情報産業の創

設こそ我々の生きる道です。企業も個人も、

ベンチャー精神の原点を決して忘れてはな

りません。常に野心溢れた向上心を目指し、

知力・気力・体力を身につけ、それらを保

持しながら、グローバルな視野に立って小

さくとも世界に通用する企業に脱皮しなけ

ればなりません。 
 
５．おわりに 
 
 ＳＰＥＣでは年頭に全社目標を掲げ、そ
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の一年の大きな柱としています。昨年は“変

えろ変えろ自分を変えろ”でした。今年は

年俸制の完全実施に向けて“自分の明日は

自分で拓け”を掲げております。ＳＰＥＣ

の年俸制は決して欧米流の年俸制ではあり

ません。また全ての枠組みが、すでに決定

しているわけでもありません。確かにある

部分だけ捉えれば米国にも無いところも多

く含んでいます。まずＳＰＥＣとしては、

キャリアパスプランも年俸制も自分のため

である（ミーイイズムの徹底である）こと

を強調しています。自分に対する設備投資、

教育投資等の自己投資を果敢に行うことは、

まさしく自分のためでしかありません。そ

れらを踏まえ個人としてＳＰＥＣや顧客に

何を提供できるかであり、その見返りとし

てＳＰＥＣや顧客からそのリターンとして

どれだけの報酬やサービス費用が得られる

か、となるわけです。ＳＰＥＣでの生活も

自分の人生であり、誰のものでもありませ

ん。ＳＰＥＣで用意している教育カリキュ

ラム（育成センター又は産能大学への、中

堅社員、管理職実践教育予算として毎年計

上２５０ｋ￥／人＊１５）を強制的に受講

してもそれほどの成果とはなっていないの

は歴史の示す通りです（ＳＰＥＣの教育メ

ニューをやめてしまう事ではありません）。

それであればＳＰＥＣ教育メニュー以外を

自ら探しだし、自分の為の生涯教育の一環

として、自己責任の原則のもとに挑戦する

ことしかありません。 
 例えば「これこれの教育研修にチャレン

ジしたい、しかし教育費用が高額すぎるの

で会社としてこれだけ（全部会社と言うの

では何の意味もありません）の分を先行投

資して欲しい。おそらくこの投資がまず自

分のためばかりではなく、間違いなく会社

にも大きな具体的な利益をもたらせるはず

だ。自己目標として、自己責任に基づき自

己投資することになり具体的な成果が出れ

ば明年の年俸を大幅に改定することで返還

する予定です。但しその反対に自分の思惑

とは異なり駄目な場合は、自己責任に基づ

き来年の年俸増は潔く断念します。」とす

るものです。ＳＰＥＣは二十一世紀には情

報産業の先駆者として、いち早く駆け抜け、

必ずやリーダー企業に成長しましょうとし

ています。その為にもＳＰＥＣ流年俸制を、

より魅力あるものに強固に作り上げなけれ

ばなりません。 ＳＰＥＣもＳＰＥＣに集う
個人個人も全て自己責任に基づき、逃げる

ことなく強かに知力・気力・体力を充実さ

せ、好奇心旺盛に、様々な自己投資を繰り

返し、乱世に正しく自己実現を計らなけれ

ばなりません。
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講演会抄録 
社内労働流動化基盤構築提案の背景と日米ソフトウエア事情 

富士通株式会社 
ソフトウエア事業本部 
主席部長 千谷 基雄 

 

 この講演会抄録は富士通株式会社ソフトウェア事業本部の主席部長千谷基雄氏に依頼し、

ＳＰＥＣの入社式（平成９年３月２４日）で講演戴いたものです。講演内容としては、今後

ソウトウェア業界がどのように動いていくかを考慮し、千谷氏がご自身提案された“社内労

働流動化基盤構築”提案のバックグランド、またアメリカでのご経験を通しての日米ソフト

ウェア事情です。 
 
１．アメリカでの経験 
 
 私は１９７９年よりニューヨークに３年

間程富士通の駐在員として赴任していまし

た。ところが予想に反して、持て余しぎみ

だった米国で富士通が買収していた小型コ

ンピューター製造会社（黒人労働者２００

名）のマネジメントの仕事を引き受ける事

になりました。１年後に、本社からその会

社のリストラ指令がでて、１０名を残して

たたむ案が出されました。本社の国際担当

常務との間でタフな交渉を重ね、結果とし

ては１０名だけリストラして、１９０名か

らの再出発をしました。アメリカ人だって

会社がどのような状況かくらいは国境を越

えて理解できるものです。その後１年、懸

案の赤字会社も黒字転換し本来の駐在員の

仕事に戻る事が出来ました。逃げることな

く自己責任に基づき、必死で立ち向かう限

り、国も民族も超えて充分整合性をとる事

が出来ます。さてこの駐在員時代一番鮮烈

だったことは、日立や三菱などがＩＢＭに

対して産業スパイを働いたと云うことで日

本人駐在員が逮捕された事件でありました。 
（ＩＢＭ産業スパイ事件：ペイリン社の危

なげなレポートに目の眩んで日立、三菱の

日本人駐在員が逮捕されたおとり捜査事

件）そこで感じたことは、アメリカと云う

国は法律やルールに対して非常に厳しく、

政府や大企業などは法律を自由自在に使い

相手を叩き潰す行動を平気で行い、ダイナ

ミックでストレートな国であり、日本人の

常識では通用しない国であることです。ま

た、ハイテク産業に限らず、政府やありと

あらゆる産業・企業を含めた日本人の常識

（取引の慣習）は、各国との互換性がなく、

世界で通用しないと云うことであり、国際

的にも大きく問われています。その例とし

て、産業界では日本パッシングと云うこと

で、日本が見捨てられてきています。市場

規模では日本の影響は大きいが、アジア各

国の戦略はストレートにアメリカを向いて
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いる現状であり、日本だけが取り残されて

いる状況で、規制緩和の時代的背景になっ

ています。 
 また、１９９１年に２回目の駐在でカル

フォルニアのバークレイにおいて、約３０

名程度の現地会社を買収して富士通のソウ

フトウェアの開発の拠点を創る作業に従事

していたときに感じたことを申し述べます。

アメリカでは“大学の先生が会社を創った

り、ビジネスの現場にいた人が大学へ戻り

教えている”と云うように、ハイテク産業

界と大学との交流が非常に活発かつ密であ

り、バークレイ大やスタンフォード大など

のお膝元にハイテク産業の基盤が出来て発

達していることです。ここで一つ着目しな

ければいけないことは、労働の流動性と云

うことで、人々は非常に良く動くことが、

日本と基本的に違うところです。この会社

（日米英で富士通 UNIX標準を作る企業）
はＵＮＩＸのＯＳやミドルソフトの開発を

していました。労働者の環境にも助けられ、

会社としては２３０人を超える会社に成長

しました。ところが１９９３年に事務所を

異動した結果、多くの人達が辞めました。

これはそれぞれの人達にとって、企業の良

し悪し以上にその土地に愛着があった為で

あると思われました。 
 また、ソフトウェアの開発だけでなく、

ソフトウェアの販売をしようとしましたが、

アメリカで作られたソフトウェアは日本や

他の国でも売れるが、日本製のソフトウェ

アは全くと云っていいほど米国には売れま

せんでした。これは、技術的に悪かったか

と云えばそうではなく、マーケッティング

の問題と言えます。元々の原因としては、

ソフトウェアにおける日米の文化（ソフト

ウェアは文明でなく文化であると考えられ

ます）の違いが大きいウェートを占め、ハ

ードウェアのようなものであれば売れるが、

東洋の独特な文化を持ち出したソフトウェ

アを除き、他のソフトウェアのように文化

に通じるものは売れない状況でありました。 
 
２．投資についての違い 

 
 通産省が第５世代コンピュータの開発な

ど鳴り物入りでソフトウェア産業に人を集

め力を入れたが、現実には一部のアプリケ

ーションソフト（ゲームソフト）を除き、

ミドルソフトなどは世界では売れていませ

ん。グローバリゼーションが大きく叫ばれ

ている今日、日本の本社が一番立ち遅れて

いるののではないかと思われることが幾つ

かあります。理由としては、日本企業のア

メリカでの研究開発（自主開発とか自主事

業とも云う）などを実施する場合、日本本

社が考えているソフトウェアを作ることは

出来るが、アメリカ側で自主的なアイデア

を持って開発しようとすると、本社側は売

 



 

 9

れるかどうかをの疑問ということで、開発

資金が出ずに、結果的に出来ない状況にな

ってしまいます。また、アメリカの産業の

中ではアメリカの文化の中で人々が動き廻

って、色々なソフトウェアを作っている環

境の中に入っていかないといけないとすれ

ば、どうしても投資をしなればなりません。

日本におけるコンピュータ関連の企業は、

ハードウェアベンダーと同じアプローチを

する為、“アメリカのような自由に開発さ

れると云うところに投資する人がいなく、

ベンチャーに投資する仕組みも無い”と云

うアメリカとの投資構造が大きく違うため

であると指摘できます。 
 また、ソウトウェアは高度な文化に依存

して生まれてきています。現に、目下我々

が使用しているパーソナルコンピュータの

ソフトウェアやサーバーのソウトウェアは、

アメリカ文化の基で作られたものを日本語

版にして使用しているに過ぎないわけです。

このように、日本人（アジアやヨーロッパ

の諸国も同じたが・・）はアメリカ文化を

違和感なく平気で受け容れているように、

アメリカ文化がそのまま各国に浸透してい

るのが、コンピュータソフトの現状である。

これが、逆に日本の文化で作られたソフト

ウェアをアメリカへ持ち込もうとしても、

流れの大きさが違う為、基幹ソフトやミド

ルソフトの販売は成功しないとなります。

そこで、投資について考えると、周知の如

くアメリカではベンチャーと云うものが大

変流行っていて、色々なベンキャー企業が

次から次へとどんどん生まれて大きく育っ

ています。日本においても、色々な人達（銀

行やベンチャーキャピタル）がベンチャー

を支えようとして動き出しています。しか

し基本的にベンチャーを育てていく風土が

未だ不充分であり、仕組みが確立されてい

ない為、アメリカとの差が相当あります。 
 アメリカのベンチャーを考えた時に、ベ

ンチャーキャピタリストと云う自分のファ

ンドを持って、自分の判断で投資をしてい

く人（大金持や一般株主）などより資金を

集めることになりますが、日本とアメリカ

を比較して大きく違うのは、自己責任の原

則と云う風土の差となります。アメリカは

“自分のお金を投資して一儲けしようと思

った結果、お金を失ったら投資した人の責

任である”と云う考え方が徹底しています。

それに対し日本では“自分の判断で投資し

たにも拘わらず、他人の責任にします”。

このような風土の中でベンチャーを育てる

のは、可成り難しいことであり、その自己

責任と云う原則が成り立って初めてベンチ

ャーが上手くいきます。 

 そこで、仕事を始めるには３つの要素が

あります。先ず、アイディアがあり、やり

方が分かっているアントゥルプルナートと

云う起業家の存在があります。第二番目に、

これらの起業家が先ず自分のアイディアを

プレゼンテーション等を行い、その内容や

その人の信用度に対して投資するベンチャ

ーキャピタリストの存在となります。ベン

チャーキャピタリストと言う投資家が、自

己責任でお金を出します。（アメリカでは、

ベンチャーキャピタリストが自分のリスク

と判断でお金を貸すのに対して、日本では
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土地を担保にお金を貸すと云ったカルチャ

ーの違いがあります） 
最後の第三番目として労働者を集める事に

なります。これらの三つの要素がダイナミ

ックに働いているのがアメリカとなります

（但し、アメリカと言えどもベンチャーと

して成功する確立はわずか１０％以下でし

かありません）。しかし、優秀な投資家た

ちは、成功比率１０％で上場して株を売

ったお金の儲けで３０％程度のリターン

を上げている。まさに自己責任によるハ

イリスク・ハイリターンと言えます。 
 
３．人材を集める条件 
  

 
 前述した３要素のうち、人材を集めるこ

とが最も重大な問題となります。日本とア

メリカとのソフト開発の差は、個人の能力

の差ではなく、人材を集める仕組みの差と

言っても良いと思われます。良い人材を集

める条件は何なのかを考えると、先ず人が

自由に流動できなくてはならない事に尽き

ます。日本では会社を辞めることは大変な

事のように思われていますが、本当に会社

を辞めることが悪いことなのでしょうか？

また、現状にあっては日本の風土の中では

なかなか受入れ難い問題とすれば、その企

業の中で仕事を変わると云うことはどうな

のかを考えなくてはいけないのではない

か？そうしないと、良い人材が集まらず日

本ではベンチャーを成立させる基本方針が

八方塞がりになってしまう。他の２要素が

国家の基本的な制度として解決していかな

いと、私が主張している労働の流動性と云

うことは上手くいきません。しかし、風穴

をあけるために富士通と云う会社の規模を

利用して、労働の流動化を創り出すことこ

と目的として「社内労働流動化基盤の構

築」を提起しました。正しく自由に、オ＾

プンに競争原理が働いてのみ、ダイナミッ

クに動いている社会の中で、より刺激的で

世界に通用するソフトウェアは生まれてく

ること事が可能となります。それではアメ

リカではどのようになっているかと云えば、

先ずキャリアパス（専門制）があります。

アメリカの人達は、仕事を変わることに対

しては当たり前と思っているし、自分が自

分の価値を付けて、自分の価値を高く買っ

てもらうのがライフスタイルとなっていま

す。これは、日本では終身雇用制を中心と

した雇用制度であるのに対して、アメリカ

では各人のキャリアパスに見合った選択を

行うことで労働の動きが良く、労働市場の

確立が出来上がっている為と言えます。ま

た、アメリカでは良い人材の集め方として、

市場原理（競争原理）が徹底していること

により、在宅勤務などの労働管理制度の仕

組みが発達していて、優れた環境作りを行

うことを実施しています。また、優れた環

境作りをする為の資金面の対応として、ス

トックオプションを実施しています。 
 特に、ベンチャー企業は創業時では少な

いお金しか集める事が出来ません。その為

最初は従業員に対して高い給与は払えない
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訳ですが、ビジネスで成功（優秀な成績を

治める）すれば、ストックオプションを充

分利用して、何十倍・何百倍の利益を得る

事が出来ます。経営者から見れば、キャッ

シュフローには全く影響しない事になりま

す。（従業員に報酬として支払う原資は、

市場から回収したお金ですむ）しかし、日

本では、持株会ぐらいでストックオプショ

ンのような制度はありません。今後の日本

のベンチャー企業の課題と言えるでしょう。 

 最後に、アメリカの人達は給与と云うの

も会社を選ぶ時の大きな要素とはしますが、

それ以上に転職を重ねるに従い、その人の

キャリアをどんどん良く出来ることも、大

きなウェートを占めています。米国のベン

チャーの姿は、近い将来の我々の有るべき

姿と考えなければならないでしょう。 
 
 

 

メール返書 
友人「千谷基雄君」を語る 

讃州浪人（元 NTTDATA PI 技術担当部長）北村 富司

 
 千谷氏の講演は良いだろうと思いました。 

非常に構造的な話が上手です。流石は元Ｏ

Ｓ（Operating System）屋です。 

入社したての頃に手を染めた仕事、しかも

命がけで取り組んだ仕事による性格形成と

でもいうべきものが、彼の場合はＯＳによ

ってなされたと考えられます。組織を巨大

ソフトと見て、各構成要素の定義をキチン

とし、各要素間の通信方法を同期、非同期

など、タスク間におけるやりとりの如きも

のを決める。組織における目的はシステム

におけるアプリケーションの実行と結果そ

のものですから、アプリケーションが如何

に効率よく実施できるかを組織として考え

る。当然、リソースの管理が必要で、ＣＰ

Ｕやメモリ、ストレージをアプリケーショ

ンに割り当てて、ジョブを実行する。ジョ

ブ、タスク単位のステートも定義して、ハ

ードウエアリソースの無駄を省く。てな事

は彼の頭の中で、いろんな事を考えるとき

の基本的な構造として作り込まれていると

想像できます。優秀なエンジニアというも

のは思考の基本的な論理をもっているそう

です。 

 たしか、波動方程式を一夏の寄宿舎で書

きあげたノーバート・ウイナーだったか忘

れましたが、その人の場合の思考論理は、

なんと”歯車”だったそうです。つまり、

何か論理的な思考をするとき、各要素が歯

車の一枚、一枚としてハッキリと頭に浮か

べて、それを回転させて、相互の関係を明

確に定義づけるのだそうです。それと、彼

の偉いところは、一流の大企業にありなが

ら、もちろんＮＴＴ系列などに所属する連

中と違って、常に体を張って弱者を常にか

ばって仕事をしてきたことだと思います。

上の言う事を聞いて、下を踏み台にノシ上

がるなんてことは、彼の生き方には無かっ

たと思います。そういう生き方をして来た

ことが、組織というものを考える時に立体
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感を与えています。つまり、平面的、ある

いは一方的に組織を考えるのでなく、組織

のあるべき方向性とそこではたらく従業員

から見た、あるべき方向性の激突を含んだ

見方が出来ている筈です。 

２３年前の時間に追われたＳＧ（System 

Generation）作業の混乱の明け方。 

機械語で書かれたプログラムが出している

コンソール I/Oが障害コンソールを検出で

きず、非常 

事態での処理がギブアップしてしまった時、

彼はＣＰＵパネルから日電が作った機械語

プログラムを３００ステップトレースして、

遂にそれを突き止め、修正して壊れていな

いコンソールへメッセージを出力させて非

常事態をすり抜けた。 

ＳＧ作業が終って、朝日が上がったころ、

彼は日電のエンジニアにこう言った。”

SL-UP（Self-Loading Type Utility 

Program）を走行させる時はどういう状況

の場合か判りますよね？・・・（OSが死ん

でいる時であり、状況判断は全てオペレー

タがやらなくてはならない。つまり、非常

事態なのであります。）そういう時に走行

すべきプログラムは”オペレータ”という

ユーザの置かれた立場、心理を考え尽くし

ておくべきです。 

 所詮、システムは愛がなくては出来ませ

ん！！”  

私は頭の芯をドカーンと打たれた様な気が

しました。その前夜、常にＳＧ作業という

と徹夜になりがちで、組合の連中も”課長！

今夜は徹夜は許しまへんでぇ。絶対に！”

と言ってＳＧ作業に立ち会っていました。

なんの事はない。結局その晩も徹夜になっ

ちゃいましたが、クダンの組合幹部朝にな

って私のところへやってきてこう言うんで

す。”課長！夕べはエライもん見せてくれ

はりましたなぁ。おおきに。あんな仕事よ

ろしなぁ。” 

 

 つまり、千谷氏が自然に見せた様々な様

相を人それぞれに受け止めて感激したって

ことです。他社のメーカーのエンジニアも、

現場の職員も、コワモテの組合幹部も、勿

論、現場の課長も。 

千谷氏２８歳、昭和４９年の秋でした。 

話変わって、今週の木曜日の夜、大阪で私

の送別会なるものが開かれることになりま

した。今更って気分なんですが、集まるメ

ンバーには、この２３年前の徹夜組が何人

もいるんです。私にとっては、大阪の弁天

町にあったこのシステムやそれを取り巻く

人達、当時の環境は、まさに青春の墓標な

んです。その墓碑を鮮やかに刻んでいるの

は、彼の言葉。“しょせん、システムは愛

がなくては出来ません。”なんですよ。２

３年経って、徹夜組がどんな風に変わって

いるのか、興味津々です。 

 

 ＳＰＥＣで採用した完全年俸制というの

は、勿論全て自己責任に基づき、努力次第

で人それぞれに年俸に差が出るけれども、

良くやった人ほど報われる制度なんでしょ

う？ 
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それを若者が拒否するとするなら、それは

ワカモノでなくヴァカモノでワに点々がつ

いてますねぇ。そんなのは辞めさせたが得

ですよ。組織としては。仕事しなくても給

料だけは欲しがるってんでは、老害ですよ。

アメリカのイモチン族は健康ですね。”ア

メリカのワカモノは仕事してジーンズがす

り切れている。 

日本のワカモノは、それを見て仕事もせず

に慌ててジーンズを破っている。” 

これって、おサルの電車以下の状況と思わ

れませんか？ 

より一層ＳＰＥＣの制度が強化される事を

期待いたします。 
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千谷返書 
社内労働流動性基盤の構築を読んで 

（株）ｼｽﾃﾑﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ&ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 

代表取締役 菊地 史郎 

 

 千谷部長の提案書（記載出来ません。講

演会抄録で是非ともご判断下さい）は一富

士通だけの問題ではなく、我々ベンチャー

ビジネスや中小企業こそ時代変化の荒波の

中で、世の中を一つの大きなバーチャルコ

ーポレーションとみなし、社内外の枠組み

を飛び越え実践出来ないかぎり消えていく

事を示唆しています。しかも最も強く引き

つけられる点は、メンバーに求める以上に

マネージャーこそ挑戦的経営マインドを高

くもち、「常に後進にも魅力ある存在とし

て自己研鑽しなければならない」としてい

るところです。本来人間としても技術者と

しても魅力のない人、しかもマネージャー

には消滅の道しかないわけです。しかし現

実の世界では、終身雇用や年功序列に阻ま

れ、これらしごく当たり前の事が全く通用

していません。伝統的な日本的管理手法だ

けでは国際的互換性をとれず、グローバル

化の中では国際競争など夢のまた夢です。

ただ中小企業のメリットは富士通のような

大企業に比較し、航空母艦でないぶんだけ、

方向転換しやすいことです。しかしながら

楽観出来ないのは、社員の意識改革がなか

なか進まないと言う点です。中小企業・零

細企業でも、またいわゆるガレージビジネ

ス（日本には存在しません）であっても経

済復興以降、採用難の障壁の前で大会社を

模倣しなければなりませんでした。そのた

め平等と言う名の不平等を産み出してきま

した。年次別平等、学歴別かつ集団主義的

横並びの経営と称しスクラムを組んで待遇

も給与も IBM にならって僅かでも上げる
ことに繋がってきました。その為体力や余

裕のない企業では、大企業以上に元々のポ

テンシャルに加え、能力開発等の支援機会

欠如を生みだし、ますます人材レベル格差

等の多くの問題を抱えてしまいました。 
 SPEC では３年前より年俸制を実施しキ
ャリアパスを実施しております。あくまで

ＳＰＥＣ流年俸制であり、千谷部長が肌で

感じた欧米流ではありません。しかし根幹

は全て自分の責任で自分の人生を切り拓く

事に他ならないわけです。比較的早くから

千谷方式を求めているほうです。それでも

まだまだ手ぬるさを禁じ得ません。 
徹底して千谷方式を実行した場合、我が社

は社員の半分が残ればいいほうです。です

が本当に実行出来れば数年後は段違いに競

争力のある企業に成長できます。また投資

家・事業家・専門家は人材の豊富な富士通

とは異なり、より可能性を求めて社内社外

にも広めていくことが不可欠となります。

極端な変化を受け入れがたい保守的な社会

では、さしずめ妥協の産物でとして一部日

本式のニコポン経営管理をも生かしつつ、

提案にある厳しさを適度な割合でミックス

し、まず動いてみることです。 
 私個人としては二十一世紀の第２、３の

人生として逃げ出せないチャレンジを求め

ています。その為今から助走期間に入り

SPEC に迷惑をかけず、自分のためにも充
電を始めております。特に自分の仕事にと

らわれず、幅広いネットワーク構築を営々
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と続け、社員のキャリアパスプランにも自

己啓発目標の大きなファクターの一つとし

ています。二十一世紀の普遍的テーマ・キ

ーワードとして、老人医療、環境問題、教

育問題の３つが上げられます。本来の自分

仕事も当然ですが、これらにも全力で立ち

向かう事が必要絶対条件となります。 
 近頃私にとって最も気がかりなのは、ウ

ソでもいいから自分なりの絵を描けない人

が増えていることです（SPEC の場合は比
較的技術よりと言う偏りがあります）。全

体構想を描く力を持たず、他人の物まねか

らしか入れない人間が増えていないでしょ

うか。これもひとえに偏差値の金太郎飴教

育のなせるわざです。とにかく受験教育の

弊害と一概にはかたずけられませんが、近

視眼的に目先ばかりを追い求め、全てが小

手先で行われている事を物語っているよう

です。 
 抜本的基本的解決策は、遅すぎても教育

改革以外にはない（技術教育は当然ですが

その前に人間教育もそれ以上に重要）と言

えます。原点に立ち返り、我々人類の永遠

のテーマである教育のやり直しこそが「富

士 通 の 将 来 を 憂 う 千 谷 提 案 」 も 、

SPECTRUM の新年号に書きました「自分
の明日は自分で拓け」も充分可能になって

くると思われます。 
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特別寄稿 
労働の流動化に就いての私見 

コガックス株式会社 
代表取締役社長 古賀 義朗 

 
 ２１世紀を４年後に控えて日本社会は大

変革期にあると言われて久しい。過去１３

０年の間に、日本人は２回の価値観の大き

な変化を経験して来た。即ち、明治維新と

太平洋戦争に拠る敗戦である。そして、技

術の進歩によりグローバルになった情報化

社会の到来した現在、３回目の変革期を迎

えていると言われている。 
 今、世界は大変革に向かって旧い価値観

からの脱却を計り始めている。人間の生き

方、社会システムの変化に対してダイナミ

ックに対応している米国や、各国の垣根を

取り払い、旧い伝統の殻を破り、躍動する

社会を目指し統合を計る欧州。そして、長

い眠りから漸く目覚め、活発に動き始めた

中国を始めとするアジア諸国である。 
 しかし、残念ながら私達の日本は改革が

なかなかスムーズにスタートしない。それ

は消化不良に終止している過去の変革に起

因しているのは周知の通りである。 
 即ち、不幸な事に過去２回とも受け身の

変革であって、自己革新に拠るものではな

かった。いつの場合でも旧い体質との決別

が出来ず、時間と共に旧体質が頭を持ち上

げてくるのが常であった。そして自由な社

会になったとは言え、精神的には権威と組

織の枠に縛られた封建時代以来のシステム

が形を変えて連綿と続いている。 
 さて、情報化社会の到来と共に、実質的

に国境の垣根が取り払われ、人々の意識が

変化してきている現状では、私達のシステ

ムは大きな変革を必要としている。権威と

組織に縛られ、ムラ社会といわれ、甘えの

社会と言われるもたれ合いのシステムから

の脱出が求められているのである。 
 この様な視点に立って、能力と実力によ

る競争原理に基づく開かれたシステムを、

社会生活の基盤を形成する職業に持ち込む

際の問題点を考えてみたい。 
 社会がグローバル化するのにつれ、今、

個人も、企業も個として存在を確立する事

が要求されている。それは、個人も企業も

個性を確立し、互いにそれを認め合わねば

ならないと言う事なのであり、個の持って

いる能力や実力を如何に発揮させるかと言

う問題なのである。 
 しかし、ここで考えておかなければなら

ない問題は、実力主義、能力主義はややも

すると米国流の強者の理論に流され勝ちで、

能力の有る強者はますます強くなり、あら

ゆる意味で貧富の差が生じて社会的混乱を

招くと言う事なのである。活性化はしてい

るが混乱した社会は米国の悩みの種である

事は周知の事実である。 
 最近ではアジアや中東だけでなく、ヨー

ロッパでも米国流の行動に対する批判が出

ている。力で押しまくる米国流では人類の

未来は無いと言わざるを得ない。 
 ４０年前に渡米し、米国でジャズピアニ

ストとして成功して、現在はビッグバンド

のリーダとしても活躍している秋吉敏子が

「米国と言う所は機能を尊重するが、人間

を尊重する国ではない」と非常に印象的な

事を語っている。さらに「市民権は要らな
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いし、取らない」とまで言い切っている。

何度もジャズ部門でグラミー賞に輝き、米

国の心を掴み米国に受け入れられ、ある意

味でアメリカンドリームを体得している人

の心の叫びなのである。 
 実力主義、能力主義を米国にお手本を求

めるのは良いが、病める米国の歪みまで持

ち込む愚は避けなければならない。ところ

で私共を取り巻く現状はどうであろうか？ 
 創造性や挑戦的マインドに基づく個性あ

る人材を育まない日本の歴史的背景と精神

風土に、心有る人々は苛っだっている。そ

して、一部企業では国際的な競争に打ち勝

つべく、社内活性化の為、人事評価に実力

主義、能力主義を持ち込みつつある。これ

は社会システムを基本のところで見直す良

い契機となろう。だがその影響を考えれば、

社会的責任から一企業の問題としてだけで

はなく、その内容は十分吟味された上で導

入されなければならない。 
 最近、大企業の大学新卒入

社試験の解禁日が撤廃された。

所謂、就職協定の破棄である。

青田刈りと大学は学生の勉学

離れに拍車がかかる事を心配

している。学校が如何に大企

業に卒業生を送り込むか、等

という事に力を入れ、企業は

指定校制度を作り、所謂有名

校から如何に成績優秀な若者

を集めるかに力を入れている

内は柔軟な発想による想像的

な仕事は出来ない。最近は指

定校制度を取るところは少な

くなって来ている様であるが、

中身は大して変わらない。大

学に入ると受験勉強にエネルギーを使い果

たした反動から学問等は蚊帳の外、要領良

く優の数を集め、所謂、一流会社に有利に

就職する事に奔走するのが大半の学生であ

る。成績は暗記しては掃き出す、暗記して

は掃き出す、というマークシート方式の延

長でしかない。そして、始末の悪い事に、

知識の詰め込みのみに慣れた会社新人予備

軍がリクルートルックに身を包み、何をし

たいかでなく、所謂一流企業を目指して走

り回っている。その様にして入社した大企

業指向の成績優秀没個性社員に、自分で問

題を見つけて解決して行く事など期待でき

ない。 
 企業も学校もこの様な馬鹿げた競争は止

めるべきである。何時でも、何処でも、ど

んな学校からも、学歴、性別、年齢、時期

を問わず、必要な人材を必要なタイミング

で採用するという自由な発想に変えなけれ

ばならない。学校も学生の就職に就いて心

配をする必要はない。一年生で就職しよう

が、卒業時に職が決まらなかろうが、総て
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個人の責任で行えばよいのであって、学校

は学生に確りと学力を授ける事に力を入れ

るべきである。新人を受け入れる企業の側

では、組織が横並びの発想に埋没していな

いか、役職による権威主義が蔓延るシステ

ムになっていないか、水平な視線で物を見

る事が出来るか、等々、能力が発揮できる

体制作りをしなければならない。 
 多くの没個性社員を抱えた中で、受入れ

体制の無いまま能力主義を実行しても、巧

く行く筈はないし、混乱を招くだけである。

そして、途中でその様になっては、社員に

とっても不幸である。企業に個人の能力や

実力を適正に評価するオープンなシステム

が持ち込めれば、個人のみでなく、個々の

企業も個としての確立を計らざるを得なく

なり、社会は活性化するに違いない。 
 ここで繰り返すけれども、能力主義、実

力主義のシステムを社会の基盤に据える時

に忘れてなら無い事は、弱者や、敗者に対

する社会的な配慮である。そして多様な能

力を認め合う社会の成熟も必要である。敗

者には、その気になれば、復活するチャン

スが何時でも与えられる社会でなければな

らない。権威や権力に媚び、組織に縛られ

ている内はなかなか困難であると言わざる

を得ない。 
 この様に色々と考えてみると、企業社会

を活性化させるには、大企業に負けない技

術や個性を持った小回りの効く中小企業の

役割が重要であると思われる。 
 そこで、弱者について配慮した上で企業

社会を活性化させる為の私案を纏めてみた。 
（１）大企業は活性化させたい部門の組織

を壊し、小回りの効く中小企業として独立

させるべきである。また、能力のある優秀

な人材は大企業から飛び出し個性ある中小

企業を作るべきである。組織は肥大化する

程、個人を殺して使う傾向にあるからであ

る。 
（２）新人募集を実力主義の会社である事

を謳って適材適所で行う。そして、就社で

なく就職との意識を徹底させると共に、会

社で何をするのか明確にして募集を行う。

その際、学歴、性別、年齢は問わない。 
（３）大卒新人の募集は、募集時期の一斉

解禁等という馬鹿げた事を止め、何時でも、

何処でも、どんな学校からも、学歴、性別、

年齢、時期を問わず必要な人材を募集する

という自由な発想で行う。 
（４）学校の意識も変えて貰わなければな

らない。学校は学生の就職に就いて心配を

する必要はない。一年生で就職しようが、

卒業時に職が決まらなかろうが、総ては個

人の責任で行えばよいのであって、学校は

学生に確りと学力を授ける事に力を入れる

べきである。 
（５）報酬は結果である。賃金は年功や年

齢によらず実力と能力と実績に応じて支払

われるべきである。 
 
 以上、考えている事を記してみた。何れ

にしても変革の流れに竿差す事は出来ない。

そして又、変革に伴う混乱は避けて通れな

い。旧い柵から脱出する為の自己革新にも

大きな勇気がいる。改革を実行するリーダ

ーの適切なる舵取りが必要とされている所

以である。 
 



 

 19

特別寄稿 

久田 成の創造論（１） 

―監査役としての創造性の発揮 
（株）内田洋行 常勤監査役久田 成

１．はじめに 
 
 私の３８年間のビジネスマン・ライフの

中から、事務システムの改革や商品の改良

に結びついた発想が、どのようにして生ま

れたかを述べてみたい。 
 時間的に順を追って説明したほうがよい

面はあるのだが、前回触れた「交際費の

ABC分析」や「自己監査制度」のほうが記
憶が生々しいため、それを先に取り上げる

ことにした。ただし、生々しいだけにずば

り生のデータを示すと差し障りが出る危険

性があることと、監査役にも守秘義務があ

るため、読者にとっては隔靴掻痒の感があ

るかもしれないが、生データを使わないこ

とをご容赦願いたい。 
 
２．交際費の ABC分析 
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交際費

売上総利益

 
（第１図） 

第１図のグラフを説明しよう。これは当社

の第５４期（平成４年７月決算期）から、

第５８期までの売上総利益と交際費の増減

を、第５４期の数字を１として指数化した

ものである。バブルの崩壊による平成不況

の真只中、粗利益が前年実績を大幅に割る

中で、交際費が前年比１１６％という平成

５年７月のデータを見れば、誰でも「これ

は問題だ」と感じることであろう。 
 そこで、平成５年１０月の取締役会で「交

際費のうち夜の飲食を全廃する案」を提案

した。交際費の使い方が、部門別、個人別

にバラツキが大きく、経費節減に努力して

いる部門と、お構いなしに交際費を使って

いる部門があることに矛盾を感じたためで

あるが、そのまま承認されるとは思ってい

なかった。 
 そこで、代替案として、「交際費の ABC
分析」を提案した。すなわち、コンピュー

タを利用して、個人別に交際費を多く使っ

た順に並べるリスト（第２図）を作成する

ことにしたのである。そして、オリンピッ

クの金、銀、銅ではないが、上位３位に入

った社員に対し、交際費使用の目的、使っ

た結果どの様な効果が上ったか（ または、
効果を期待出来るか）を質問する、と宣言

した。 
 そして、平成６年４月に出来た最初の

OUTPUTを常務会メンバーに配布した。一
方、上位３位の社員に対しては、交際費使

用のWHEN,WHO,WHERE,HOW MUCH
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が解る表をもとにして、重点を絞って

WHY,WHATを質問したのである。回答は
妥当であり、無駄使いではないことが半年

後の売掛金の監査などによっても裏付けら

れたが、その結果は第１図に見られる通り

である。平成６年７月決算の第５６期の交

際費は前年の半分以下となった。金額で表

すのは控えるが、大幅コストダウンである。 
 
 
内田洋行＊＊＊交際費多額使用者一覧表＊

＊＊ 
（１９９３年７月２１日～１９９４年１月２０

日） 

部門名：全社   ペー

ジ：１６ 

順位  組織  社員    金額（税抜き） 

751 開発 企画部共通  0927 21､360 

752 ODC東日本デザイン 2課 1782 21､300 

753 CAD営業 4課  4213 21､000 

754 東支 3立川営業所  0228 20､797 

755 OE 営業内務課  6154 20､670 

756 Dサポ SP課  5037 20､600 

757 大支 広島営業所  6350 20､501 

758    3695 20､490 

759 東支１営業２課  5287 20､389 

760 東北 仙台営業所  2339 20､389 

761 環阪 共通  1741 20､360 

762 東支 3立川営業所  4874 20､301 

763 製造 建設営業課  5523 20､070 

764 帝支 庶務課  6237 20､000 

765 大支 営業１課  3354 20､000 

766 電東 札幌営業所  2645 20､000 

767 東京 営業 3課  3120 20､000 

768 北支 システム営業 2課 3332 20､000 

769 設営 営業 1課  4887 20､000 

770 関東 営業 2課  5633 20､000 

771 電東 仙台営業所  6721 20､000 

772 流通 流通営業 4課  6256 20､000 

773 知研ﾌﾟﾛﾀﾞｸｼｮﾝマネジメント 5553 20､000 

774 調 3 調達１課  388 19､980 

775 Dサポ西日本サポート 1課 4502 19､927 

776 環１営業２課  6422 19､738 

777 S阪 流通システム１課 4016 19､646 

778 公 S 公共システム１課 4016 19､534 

779 本社 監査役（久田成） 0279 19､418 

780 ODC西日本デザイン２課 0434 19､418 

（第２図） 
「目的、効果を明確に意図して使うのであ

ればよいのであって、交際費を使うな、と

は言いません。」と宣言したことによって

半減したのだから、約半分は無駄使いだっ

たのかも知れない。 
 平成７年には、社長が第１位になったた

め、「効果あり」と判断して質問を止めた

が、そのせいか、あるいは、少し景気が上

向きかけたせいかは判らないが、前期は上

昇の傾向が見られた。しかし、、当初心配

していた、交際費を使いづらくなったこと

が、雑費などの他の経費の増に結びつくこ

ともなく、現時点では冗費の抑制に役立っ

た、と判断している。 
 このアイデアの原点は、「商品の ABC分
析」などの経験があったためで、それを応

用しただけである。在庫管理の基本は重点

指向である。売上の上位順に商品を並べる

と、取扱商品の上位２０％の商品で、売上

総額の８０％以上を占めることが多いため、

その上位の Aランク商品を重点的に、人間
が慎重に販売予測を行って 在庫管理をす
べきであって、残りの B,Cランクの商品に
関しては、機械的に発注点発注としたり、

原則的に在庫を持たない受注発注とすべき

だ、というのが在庫管理のための「商品の
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ABC分析」である。 
 在庫管理にこの考えを活用して、大きな

効果をあげた経験をもとに、「いつかは交

際費の ABC分析をやってみたい」と考えて
いた。そのためのデータを提供する「新会

計情報システム」の基本設計も私がマネー

ジャーとして深く関与していて、内容を良

く知っていたため、監査役になって交際費

が問題と感じたから、実現させた、という

わけである。 
 
３．自己監査制度 
 
 元合理化推進部長という経歴がそうさせ

るのであろう。常に、自分の仕事をもっと

楽にする方法はないか、合理的に手抜きが

出来ないかを考える習慣が身に付いていた

こと、及び周囲の協力によって「自己監査

制度」は誕生した。 
 売掛金の監査のポイントは絞られている。

不良債権の発生を防ぐために、手形のジャ

ンプや長期滞留債権を発生させた得意先に

関する情報を聞き出し、所課長と共に、今

後打つべき手を考えること。価格競争に巻

き込まれて、低粗利率で販売していないか、

その再発防止策は出来ているのか。予算達

成に苦しんでいるのは、どの所課にも共通

する悩みだが、その中で業績拡大のために、

どのように改善策と取り組んでいるのか、

などが主なポイントである。 
 私は、事務管理出身であるため、このほ

かに、返品過入帳（１０万円で販売し、２

万円の値引きをしながら、返品発生の際に、

値引きしたことを忘れて１０万円で入帳）

や、値引の重複、うっかりミスによる値引

きのしすぎ、などの事務上のミスをチエッ

クしている。 

 私が監査役になったのは平成３年１０月

で、今年の１０月で６年になるが、４年前

から先輩の監査役と相談して、「部門考課

制度」を開始した。これは監査の結果をい

くつかの観点から評価し、「良い課、悪い

課、普通の課」に分けて取締役会に報告し、

２期以上連続して評価の高い課は、次の実

査を省略することを制度化したのである。

この制度を実施する前から、「監査が短時

間で終わるのは、管理状態が良いからだ」

との認識が所課長の間に広がっていたよう

だが、「部門考課制度」の実施によって、

その傾向に拍車がかかったように感じてい

る。監査に対し積極的に取り組む所課長か

ら、監査に協力する資料が提供され始めた

のである。 
 すなわち、私がやっていた、統計表を使

って低粗利率の口座をチェックし、その原

因を所課長に尋ねる、というまどろっこし

い調査を見かねたのか、ある所長が、自ら

「低粗利口座の原因分析」のリストを作成

し、監査の当日、私宛に提出するようにな

ったのである。これは監査役にとって楽で

ある。低粗利の原因について、実査の場で

質問して自分で書き留めるよりも、提出さ

れた資料に目を通し、原因分析の補足質問

をするほうが短時間で済む。 
 別の課長は、残証差異の理由について質

問され、その場で回答出来ないと後報する

手間が生じるため、事前に「残高確認書差

異理由」を一覧表にして提出してくるよう

になった。 
 こうした、所課長の監査に対する前向き

のの協力を集大成したのが、「自己監査結

果報告書」である。その内容は、上記の２

表のほかに、「１．業績の自己評価、２．

前期の問題点と改善案、３．部門長コメン



 

 22

ト」を１表にしたものと、「期末残高に対

する回収状況および予定」の計４表であり、

この４表を監査当日迄に作成し、全所課長

から提出して貰うことをを制度化したので

ある。 
 この制度を実施したのは、昨年後半（当

社の第５８期下期）の監査からであり、ま

だ評価できる段階ではない。しかし、監査

役から指摘されて、問題点の改善に取り組

むよりも、自分で自分が管理する所課の問

題点に気付くほうが改善が進む、と考えて

いる。これは、私が「問題解決演習」の訓

練の講師を長年務めてきた経験から分かっ

たことであるが、似た話が今年１月９日の

日経新聞「看護教諭の目」の欄に、「自分

で決めたなら薄着だって大丈夫」のタイト

ルで書かれていた。その一部を引用したい。 
“自分で決めて自分で行動する――。この

とき人間はやる気を持ち、少々の難題でも

乗り越えようと努力します。そしてその結

果、目標が達成されたとき、充実感や満足

感を味わうことができ、次の挑戦への意欲

が沸き起こるのです。” 
（続く）
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再新再生 
社会人１年を経過して 

    開発第２Ｇ    根岸 泰貴 
 

 ４月になりました。早いもので、去年の

３月２５日に入社してから１年が経過しま 
した。 去年の今ごろは、新しい生活が始ま
ることへの大きな期待と不安を胸に抱いて

いました。仕事はもちろん、周りのもの全

てが自分にとっては初めて経験することば

かりで、毎日のように新しい発見が有った

気がします。 
  いろいろと経験してきましたが、特に仕
事の面での経験というのは、自分が今まで

に経験してきたことの無い種類のもので、

１つ１つの経験から得られるものがとても

大きく感じられました。 それまで漠然と考
えていた仕事というものの内容が、仕事を

重ねていくうちに見えてきたような気がし

ます。自分の仕事はプログラムを組むこと

だけだと思っていたのが、実はそうではな

くプログラムを組むために必要なことがた

くさんあります。自分勝手に作って、動け

ば良いというものではありません。仕事と

学生時代と比べることによって自分は仕事

をしているんだということを強く感じまし

た。 今まで１年近く仕事をしてきたわけで
すが、始めの頃は目の前しか見えず、目の

前のことをクリアしていくのが精一杯の状

態でしたが、最近やっと周りのことに目を

向けられるだけの余裕が出てきたように思

えます。自分自身の経験から得られること

に加え、周りから得られることも多くなっ

たように思います。 この１年間で技術的な
面はもちろん、精神的な面も含めて、自分

としてはかなり成長できたと思っています。

しかし、まだまだやらなければならないこ

とは非常に多く、１人前になるためには、

もっとたくさんのことを経験して行かなけ

ればればならないことでしょう。そのため

にも、現状に満足せず常に前向きな姿勢で

仕事に望みたいと思っています。これから

より高いレベルを目指すためにも、限られ

た時間を有効に使うことを考えながら、こ

の１年間仕事を進めて行こうと思います。 
 

開発第１Ｇ  笹原 多代 

 

 ふと気づくと１年が経っている、ありふ

れた感想だが、私の率直な感想でもある。

１年目はただがむしゃらにやってきたし、

またそれだけでいい期間だったと思う。そ

のような１年間でのトップニュースと言え

ば、やはり完全年俸制であろう。この導入

を前に社内は（私は、といった方がいいの

かもしれないが）混乱した。毎日いろいろ

な噂を耳にし、自分というものをしっかり

持つのが精一杯であった。現在は落ち着い

ているように見えるが私は落ち着いたとは
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思ってはいない。社長面接の時、社長は「年

俸制は自分の責任で自分の人生を切り拓く

ことに他ならない、現在のＳＰＥＣでは自

分の考えを通すなら社員が半分になるとい

うことを覚悟していた」と話された。なる

ほど、と思う一方毎回そのようなことを繰

り返していたらＳＰＥＣは発展しないので

はないかと不安になる。社員が会社を信じ

られないというのは悲しいことではないだ

ろうか？ＳＰＥＣを発展させようというリ

ーダーについていく者がいなかったら発展

など望めないのではないだろうか？ 

 この１年を通して自分が１番大きくなっ

た事と言えば、自分の意見をしっかり言え

る事であると思う。風通しもとても良くな

ってきたと思う。これからは仕事はもちろ

んそれ以外でも１歩１歩確認しながら歩い

ていくつもりである。今年度からＳＰＥＣ

は変わった、きっと私がそれを実感できる

のはずっと先のことであると思うが、せめ

て自分が納得出来るような環境にしたいと

心より思う。そのためにも地に足をしっか

りつけて毎日を送るつもりである。今年度

ＳＰＥＣ社員としてやってみて、１年前と

はどこが変わったか会社に対して評価をし

てみたいと思う。また、ＳＰＥＣ社員とし

て頑張るだけでなく、自分が本当にしたい

ことは何なのか？その答えを見つけること

が当分の私の課題である。 

 
開発第２Ｇ 小林 健祐 

 
入社してからの一年と言うものは、本当

に驚くべきスピードで過ぎ去っていってし

まった気がします。一年経って今、自分の

中には、これからどうしよう？どうすべき

か？と自分に対する疑問で一杯です。何故

に、そのようなことを考えるかと言うと、

今年度より、会社の給与体系が年俸制へと

変わりました。年俸制により、会社は完全

な能力主義で社員を評価することになりま

す。（評価するであろうですね。）その年

俸制での自分の評価のされかた、仕方に明

確なものがないために、ひどく不安を感じ

ているわけです。自分の現在の能力は、そ

う秀でた部分があるわけでもなし、仕事に

関する経験も乏しい限りです。よって、自

分の現状を考慮すると、会社の直接影響を

与えるような仕事ができるわけではないの

で、評価はそれほど良くならないのでない

かと思います。そして、評価の基準となる

べき、自己目標の設定においても、明確な

基準、例がないので、何ともしようがあり

ません。その現状を打開すべくというか、

自分に有利な立場を見つけるために、年俸

制について書かれている本を、数冊程読ん

でみましたが、それらの本の中には、会社

の組織、会社全体についてのことは、書か

れていましたが、対象者となる社員のこと

に関しては、あまり触れられておらず、自
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分が望むような、個人目標の立て方等に関

しては書かれていませんでした。ですので、

明確な答えは、今の所、自分の中では見つ

かっていません。ですが、自分で後悔しな

いように、やれる限りのことをやろうと思

います。４月になって、新人研修の講師兼

責任者をやらせて頂いたり、６月にはアト

ランタで開催されるＣｏｍｄｅｘの視察に

も行けることが決まるなど、会社にはいろ

いろとチャンスを頂いています。自分は、

俗な人間なので会社のためではなく、自分

のために働いています。ですので、今回は

評価をあげれる絶好の機会だと感じていま

す。このような機会が、今後あった場合、

自分は、自分のためにも、積極的に参加を

アピールして、それなりの評価を得られる

ように努力したいと思います。 
昨年度の一年間は、色々な価値観を見せ

られた一年でもありました。価値観が一つ

で済んだ学生時代と違い、正しいと思った

ことを正しいと思い続けることを非常に難

しく感じています。価値観は立場の違いよ

って、180 度変わってしまい、自分の視点

を裏側に持って行くと、自分の考えが、必

ずしも正しいとは思えなくなってしまうか

らです。ですが、そこで躊躇することなく、

意見を言えるように心がけたいです。 
今年度は、機会にも恵まれ、会社にも慣

れ、仕事も、だんだんとできるようになっ

てきたと感じているので、妥協することな

く、努力していきたいと思います。 
 

  開発第２Ｇ 平松泰憲 

 
 早いもので入社してから１年間が経過し

ました。入社後２ヶ月間研修を受け、開発

２部に配属され、部内でＯＪＴを受け、業

務をおこなってきました。社会人１年生の

昨年は仕事以外でも初めてのことばかりで、

ある意味で今までとは全く違う１年でもあ

りました。配属されはじめ１年目は何を聞

いても恥ずかしくないと言われていました。

聞くなら今のうちとも言われていました。

しかし１年たった今、説明する立場になり、

知らないことが山のようにあることに改め

て気づかされました。 
 昨年管理本部研修か技術研修の感想文に

余裕を持ちたいと書いた記憶があります。 
しかし、実際はそれほど甘くはなく、ただ

与えられたことだけをやるのもできなかっ

たり、精一杯だったりで余裕など全く持て

ませんでした。新人だからということでか

なり余裕のあるスケジュールを組んでいた

だいたのですが、ほとんど食いつぶしてし

まいました。今年は去年と同じではいけま

せん。決意と意識改革が求められています。 
また２年目の今年から年俸制になりまし

た。朝礼等で就職することが目標でなく、

就職してからが自分を磨いていかなければ

ならないと再三言われていました。年俸制
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になり、さらにそのことを自覚しなければ

ならなくなりました。また言いたいことを

言えなければならなくなりました。管理本

部研修のはじめに社長談話として転職のす

すめを聞きました。正直自分には遠い話だ

と思っていたのですが、そうもいかなくな

りました。課題は山積みですが常に自分を

磨き、自分自身の価値を高めていかなけれ

ばと思っています。 

 
開発第１Ｇ 小林 孝之 

 
 私がＳＰＥＣに入社したのは『「コンピ

ューターが好き」で「マルチメディア・特

にインターネットに興味があり」更に「今

後発展するであろう情報処理産業に就職し

たい！」からです。』と９５年の９月頃の

面接の時に言ったのを思い出す（もちろん、

就職超氷河期、どこからも内定が出てなく

焦っていた頃の話しなので、そのへん

は・・・）。 

 なにはともあれ、ＳＰＥＣに入社してコ

ンピューターとの驚きと格闘の日々が始ま

った。まず、最初に Windows95 を立ちあげ

たときに最初の驚きがあった。今までＴＶ

のＣＭでしか見たことなかったものが、目

の前で動き出したのである。おもわず「Ｔ

Ｖで見たのと同じだ・・・」と呟いてしま

ったのは言うまでもない。驚きは毎日のよ

うにあった（１年経った今でも頻繁にある

が）。それ以上に専門用語とのバトルのほ

うが激しかった。研修の際に訳の分からな

い用語（デフォルト？フォルダー？）を立

て続けに言われ、「宇宙人より難しいこと

言ってるよ」というのが口癖だった。 

 そんな私も開発第１部に配属され、ＡＦ

ＬＡＣ営業グループの一員として業務に参

画することとなった。ＯＪＴで多くのこと

を学び、その中で最も重要だと経験から感

じたことは「習うより慣れろ」ということ

だ。一つ一つ理解しながら業務をこなすよ

りも、業務をこなしていくうちに理解して

いくということだ。また、“素敵な

Program”の組みかたも教わった。“素敵な

Program”とは分かりやすい Program のこと

である。つまり、メンテナンスの入れ易い

Program のことである。今も常に気を付け

ながら業務を行っている。 

 その後、１０月より同じＡＦＬＡＣの

ARIS/3ＰＣ開発の業務に入った。それまで

とは環境や言語が全く違うので戸惑ったが、

スキルアップになったと思う。またこの業

務では様々なこと（環境や言語以外のこ

と）を経験したので今後に役立てたい。 

 今年１月からはＩＮＧ生命保険会社に出

向することになり、様々なことを学んでい

る。特にＩＮＧ生命ではユーザーとの打ち

合わせから、設計・開発まですべて１人で

行うので勉強させられることが多くある。 

 今年１年振り返ってみると、同期の人と

比べ多くの業務を経験出来たことを幸せに

思う。この経験を今後の業務に活かし、さ

らにスキルアップしていきたい。
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新人レポート 
入社から一週間を過ごして 

下元 潤一 

 
入社式から一週間、東京に来てから十日

経ちました。この一週間の研修には自分に

とって新しい体験も以前に体験した事のあ

るものもありましたが、新しい体験にはな

るほどと思わされるばかりではなく、自分

の常識と自覚の少なさを痛烈に感じました。 
初日は「プロとしての自覚」という事が

キーであると感じました。その一日の話の

中で少し安直ですが年俸制についての話が

最も「プロとしての自覚」を印象的にして

いたように感じました。年俸制と聞いては

じめはスポーツ選手の様ででかっこいい

と思いました。しかし話を聞いているうち

に、それは自分の責任の元で仕事をする

「プロとしての自覚」が必要で実に厳しい

制度であると思い直しました。二日目には

最初にも述べましたが、社会人としての常

識の少なさもあり、ほとんどの事を新しく

感じてしまいました。三日目は具体的な話

に入り実感がましてきました。またシステ

ムの開発には多くの手順、人そして時間が

必要である事も分かりました。四日目の

Windows講習で実質初めてWindows 95を
触りましたが、学校で使用していた

X-window Systemのウィンドウマネージャ
ーがWindows 95風であったこともあり以
外と早く操作に慣れる事ができました。実

質最終日の五日目のネットワーク関係の話

は 学 校 で も 電 子 メ ー ル や Netscape 
Navigator等を使用した事があり、身近にあ
った話でした。しかし、マナー等を正しく

守っていたかといわれるとそうではありま

せんでしたし、パスワードの扱いも意味を

持つパスワードを使っていたので良くなか

ったということも分かりました。 
話題を変え、私生活に目を移しますと一

人暮らしは初めての事で慣れない事が多く

日々新しい発見や失敗を繰り返しています。

今、最も苦労している事は日々の食事で、

料理はほとんどした事がありませんでした。

また、満員電車もまだピークではないとい

うお話を聞き驚いています。 
最後に、この一週間で今までと違う将来

への期待と不安が新たに出てきました。僕

はまだこれらに対して正しい判断ができま

せん。しかし、目指す先にはきっと「プロ

としての自覚」があるのだと思います。今

はただ真の意味で「プロ」になれるように、

抽象的な表現になってしまいますが、頑張

りたいと思います。 
---------------------------------------------------------- 

丸山  真悟 

 
  ついこの間まで夜型の生活をしていた自
分にとって、入社式前夜は早く起きられる

かが心配でなかなか寝ることができません

でした。入社式を迎えてからの一週間は、
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すべてのことが新しい経験で非常に短く感

じられました。この研修期間中で社会人・

一般人としてのマナーや、社内での基礎知

識などの話を聞きました。それらの話を聞

いて感じたことは、いろいろな面でまだま

だ自分は未熟だということです。そこで、

とりあえず現在意識的に実行しようと思っ

ていることが三つあります。 
一つ目は、挨拶をきちんとすることです。

これは入社してから最も重要なことだと改

めて認識しました。私は人と話すとき、時々

もモゴモゴした口調になることがあります。

特に祖父からは、物事をはっきり言いなさ

いと今でも言われ続けています。自分から

挨拶して相手から返事がないことがないよ

うに大きな声ではっきりとした挨拶を心が

けたいと思います。 
二つ目は、時間の厳守です。つい最近、

このことで学生時代の先輩に迷惑をかけた

ばかりなのでこれから十分気をつけたいと

思います。とりあえず今は最低でも就業開

始十分前までには出社し、遅刻することの

ないようにしたいと思います。その他の生

活でも十分前行動を意識していきたいと思

います。 
三つ目は、健康管理をしっかり行うこと

です。仕事のことばかり考えていた自分に

とって、これはうっかりしていたことでし

た。まずは基本的な生活習慣を身につける

ために、朝食を必ず食べるようにしていま

す。その際あまり好きでない牛乳を飲み、

果物も食べるようにしています。しかし課

題もあります。それは、健康な食生活のバ

ロメイターとされている一日三十種類以上

の食材を取ることができないでいることで

す。これから生活する上でこのことを頭に

入れるようにしたいと思います。 

仕事は勿論、谷塚での寮生活もまだまだ

不慣れです。今は一刻も早く寮生活に慣れ

て社内の先輩方や、新入社員のみんなに溶

け込みたいと思います。そして初心忘るべ

からずの精神で先に述べたことを忘れない

ようにしたいと思います。 

--------------------------------------------------------- 
吉川  涼子 

 
ｽﾍﾟｯｸに入社して今日でちょうど一週間

が経過した。この一週間、社会人としての

ﾙ ｰ ﾙや ﾏ ｰ ﾅ ｰについての社会人講習、

WINDOWS講習（WORD・EXCEL）、社
内のｼｽﾃﾑ環境の説明、E-MALL等、様々な
事についての研修をした。社会人講習は、

ほとんどは頭の中では分かっている事だが、

実際に行おうとすると難しいという事が分

かる。私自身、これから先、実際にそのよ

うな場面に出会った時、“恥”をかくと思

う（もちろん、そうならないように気を付

けるが）。しかし、その様にして“恥”を

かきながら、ﾙｰﾙやﾏｰﾅｰ等は、覚えていくも

のだろうと思った。 
先週の今日は入社式だった。そして、入社す

る前の私は、緊張、希望、そして不安が入り

交じっていた。もちろん、その中で一番大き

いのはｺﾝﾋﾟｭｰﾀ関係の仕事に対するようにな

るのだろうか｣、「新入社員の中でｺﾝﾋﾟｭｰﾀ

を全然知らないのは私だけで、他の人達はみ
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んなｺﾝﾋﾟｭｰﾀに関して知識が多いのだろう」

等、考え出したらきりが無く、不安に押しつ

ぶされそうであった｡ しかし、諸先輩方のｱ
ﾄﾞﾊﾞｲｽ、経験談等を聞いているうちに、大切

なのは、｢今まで（学生時代）のｺﾝﾋﾟｭｰﾀ の
知識ではなく､ これから先の“やる気”であ
り、また“がんばり”である｣ ということが
分かった｡ 先輩方の中には、ｺﾝﾋﾟｭｰﾀの事を
何も知らなくてこの業界に入ってきて、現在、

とても活躍している人もいる。今の時点です

でに、同期の中でも、ｺﾝﾋﾟｭｰﾀに関して“で

きる人”と“できない人”の差はあるのかも

知れないが、この差を少しでも縮め、そして

追い越せるようにがんばろうと思う。それと

同時に、少しづつでもいいから、ｺﾝﾋﾟｭｰﾀに

対しての自信が持てるように一生懸命勉強

して行きたいと思っている。 
今日（3/31）で、一週間の研修も終わりで
ある。明日（4/1）からは各部署に配属にな
り、OJT が開始される。どこの部署で、ど
のようなﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに配属されるか、また社内

での仕事なのか、客先に出ての仕事なのか、

まだ分からない。しかし、どの部署に行って

も、仕事の作業場所がどこになっても、私の

やるべき事はたった一つであり、がむしゃら

にがんばるだけである。最初のうちは先輩方

をはじめ、多くの人に迷惑をかけると思う。

しかし、迷惑をかけた分だけ、いや、それ以

上に自分の身につけた物の方が多くなるよ

うにがんばろうと思う。 
---------------------------------------------------------- 

佐々木 誠 
 

 ３月１９日、私は社会人の一人として自
立すべく生まれてから２０年余りを過ごし

てきた釧路を後に上京しました。 
羽田空港に降り立ち、社員寮までの道の

りで見たビルの群れは、研修旅行で見たそ

れよりも数倍に膨れ上がり私を威圧するか

のように聳え立っているように感じました。

また入社式までに５日の余裕を持ってこち

らに来たのですが、身の回りの物を揃える

だけで時間が過ぎて行き、焦りを感じまし

た。 
３月２４日月曜日、入社式当日の朝、入

社試験以来大変よくして頂いている先輩に

会社まで連れていって頂きました。最近は

コツも覚え苦痛に感じる事も以前より少な

くなった満員の電車も、やはり地方出身者

の私にとって苦痛意外の何者でもありませ

んでした。 

会社に到着し、緊張と不安のなかで入社

式が進められ、その中で社長より頂いた祝

辞の中で一番印象に残っているのは、「常

にプロの集団である事を自覚し自信を持て

る仕事をする事を心がけるように。」とい

う言葉でした。以前にもこの言葉を

「SPECTRUM」で拝見にした事はありま
すが、目前で実際にお話して頂くとその時

よりもさらに、自分に対する厳しい環境を

設定する事の必要性を実感するとともに、

大きな責任感と緊張感が沸き上がってきま

した。 
一週間の集合研修の中で多くの方々に社

内システム環境やシステム開発工程の説明、

顧客紹介、Windows講習、さらには社会人
教育などをして頂き実感した事は、学生で
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あった事がどんなに楽な事であったかとい

うこと。また学生から社会人へのいわば１

８０度の立場の転換期にどれだけ早く気持

ちを切り替えられるか、それができなけれ

ばどんどん同僚たちに後れを取り、やがて

自己嫌悪に陥るだろうということ。そして、

自分の仕事をスムーズに進めていくには、

何より人間関係がとても重要な事であると

いうこと。さらに、自分自身が生き残って

いくためには自分が動かなければいけない

ということです。 
これから先、自分自身が会社にどのよう

に貢献していけるのかわかりませんが、常

に前進する事を意識して頑張って行こうと

思います。 
--------------------------------------------------------- 

ＸＸ ＸＸ 

 

 入社をして一週間が過ぎましたが、月曜

日から金曜日まで緊張の連続でした。 
特に入社式の日などは会社の雰囲気にも慣

れてなく、周囲を見渡しても知らない顔ば

かりで大袈裟ですけど呉越同舟の気分でし

た。しかし、日に日に接する方々の人柄の

よさにそのような不安は悩んでいたのが馬

鹿馬鹿しいくらい今では微塵もありません。 
しかし、会社の雰囲気に慣れ、それに対す

る不安は減ったといっても、仕事に対する

不安は減るどころか、日に日に募るばかり

でした。なぜかというと最初のうちは、漠

然とした仕事内容の説明ばかりで具体的な

説明がないため、理解しづらく、難しいも

のに感じてしまったからです。そこで質問

をしてわかりやすく説明して頂いて仕事内

容の理解に努めました。 
その結果、漠然ではありますが理解できた

つもりです。 

 この｢仕事内容を理解したい｣ということ
にこだわる理由というのは、私はただ将来

に対する目的、目標もなく、会社に入社し

た訳ではないので自分がこれからしてゆく

仕事のことをどうしても理解したかったの

です。 
 話は横道に外れますが、情報、コンピュー
タ関係の話に疎い私にとって｢ＷＩＮ講習｣、

｢社内システム環境説明｣の講義はかなり重

荷でしたが、｢ＷＩＮ講習｣については先輩、

同僚に手助けをしてもらいながら課題をこ

なし、何とか切り抜け、また｢社内システム

環境説明｣については専門用語の飛び交う

講義、資料も訳のわからない横文字のオン

パレード、どうしようかと思いました。し

かし、講義の最後に結局、私たちに伝えた

いのは｢各個人のＩＤ番号は誰にも教える

な、個人の失敗、失態が会社全体の損害、

イメージにつながる｣ということであると

聞いて安心するのと同時に社会人として自

覚をした瞬間でもありました。 
 私の中では、仕事のことを理解することが
この一週間の研修の中で最たる目標であっ

たので、ある程度、理解できたということ

と、多少、甘えのあった自分を戒めるとい

う意味でも有意義な一週間であったと強く

実感しました。 
--------------------------------------------------------- 
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植田 浩之 

 
 私がこのＳＰＥＣに入社して、はや一週

間が過ぎました。まず社会人になって始め

に感じたことは学生時代とは違って時間を

必ず守らなければならないことを実感しま

した。朝、起きるときの辛さが身

にしみて分かったような気がし

ます。今まで分かりませんでした

が父親はこれを 35 年ぐらい続け
たと思うと頭が下がる思いです。

これまでに、父親又は友人から言

われていた時間を必ず守ること

の大切さを気づかせてくれた気

がしました。今までは、少々遅れ

ても謝っていれば良かったこと

でも仕事上では許されないこと

であることがようやく分かった

ような気がします。そして、東京

に来て思ったことは人が多いということつ

まり、朝の通勤ラッシュがすごいものだと

感じたことです。仕事の上司がおっしゃる

には 4 月になっていないのだからまだまだ
空いている方だと言われましたが私にとっ

てはこれで空いているなら 4 月になったら
本当に通勤できるのだろうかと不安一杯で

す。こういう時、学生であったらいいのに

と思うこともしばしばあります。しかし、

いつまでも親の面倒を見てもらうのも情け

ないと思い頑張って行こうと思います。 
 また、こちらに引越して来て一週間ちょっ
と過ぎて生活にも少し慣れましたが、まだ

住んでいる町に何があるのかはまだ分かっ

ていないために迷うことがしばしばありま

す。学生時代には時間も沢山あったので一

週間あれば何とかなったのですが、仕事を

やっている以上そういう訳にはいきません。

こちらに来ても自炊をしようと思っていま

したがあまりの台所の狭さに諦めずしかな

いものと思っています。また、研修中でし

たが仕事が終わって自炊する気が起こらな

いのも事実です。「住めば都」と言うよう

になるまでにどれくらいかかるか分かりま

せんがのんびりやって早く慣れたいと思っ

ています。 
 さて、研修中にパソコンを与えられ
Windows95上で Word，Excelを使って文
章やグラフを作成しました。自分では、大

学在籍中にパソコンで Windows3．1 上で
Word，Excelを使って文章やグラフを作成
していたこともあるのでそんな苦もなく取

り組めた気がします。逆に久しぶりにパソ

コンに触れられて楽しかったのかも知れま

せん。しかし、仕事ではそのようにうまく

大学での知識が通用することも少ないと思

うので少し不安になってきます。 
 最後に、私が本当に社会人になったと思っ
たのはマナーや言葉づかいについてでした。

研修中では、学生時代に分かっていたとは

言え改めて認識した気がします。マナーや

言葉づかいなど様々なことに対して再認識

を促された気がしました。自分ではまだま
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だマナーや言葉づかいができていませんし

何も分かっていないと思いますが、まだ一

週間なのでと言うことを言訳をしない様に

自分なりに頑張っていこうと思います。 
 

---------------------------------------------------------
田浦 清康 

 
  ３月２４日の入社式から一週間が経過し
ました。今までののんびりとした学生生活

も終わって、２４日の入社式を境に学生時

代とは全く違った社会人としての生活が始

まりました。２４日、朝早く起き電車に乗

り、入社式へと向かいました。初めての通

勤はやはり楽ではなく、とても大変なこと

と感じられました。今までは朝は早くあり

ませんでしたし、車で通学しているという

生活でした。そういったのんびりし過ぎて

いた生活だったのでそう感じてしまったの

かもしれません。 
この日が他の新入社員のみんなや、先輩の

方々とも初顔合わせということで、非常に

不安で緊張していました。午前中の入社式

から帰宅するまで、とても長く感じられま

した。次の日から新入社員研修が始まりま

したが、研修を受けていくにつれ、これか

らは社会人なんだ、この会社で働いていく

んだという実感がでてきました。 
又、それと同時に社会人としての責任の重

さというものも感じてきました。前々から

解ってはいるつもりでした。まだ研修で話

を聞いただけだというのに、これから

本当に自分は社会人としてやっていけ

るのだろうか？きちんと仕事をこなし

ていけるのだろうか？新入社員のみん

なや、先輩の方々とうまく打ち解けて

いけるのだろうか？など、数え上げれ

ばきりがないほどいろんなことにたい

して不安になってしまったこともあり

ました。 
研修期間を終えた今。そういった不安

も無くなったとは言えませんが、これ

からはＯＪＴが始まっていくわけです。

今までの集合研修とはまた違ったことをや

っていくわけですし、今はもうとにかくや

るしかないという気持ちです。これから新

しいことばかりがおこっていくので、早く

新しい環境に慣れていけるようにと思って

ます。私の社会人としての生活は始まった

ばかりです。この始まりの年を精いっぱい

過ごして、一人前の社会人へ一歩一歩近づ

いていきたいです。 
 



 

 

 

《入社おめでとう》 

平成９年３月２４日 下元 潤一 

   丸山 慎吾 

   吉川 涼子 

   佐々木 誠 

   ＸＸ ＸＸ 

   植田 浩之 

   田浦 清康 

 

《ご多幸をお祈りします：退職》 

平成９年３月３１日 高橋  誠 

   西澤  真 

   荒井 禎朗 

   森  悟郎 

   堂前 征人 

   山岸  潤 

   佐々木千年 

   幅崎 紀博 

   阿部 隆行 

 

 

 

 新しい希望に満ちた年度が始まりました。完全年

俸制の実施と言う価値観の大きな変革期を迎え、一

部に不安や不満が表面化しました。１７期は最高の

制作売上でしたが、増収減益となりました。グロー

バル化、規制緩和の撤廃、老齢化の進行等は、必然

的にローコストでかつより高度なサービスを要求し

てきます。入社式で講演戴いた千谷様の話は、間違

いなくすぐそこまで近づいて来ております。日本が

グローバル化の中でも、これまで同様に活躍するた

めには、それこそ各人が自己責任で対応しなければ

なりません。ただ残念なことに、無機質となりかね 

 

 

 

 

 

 

 

平成９年４月３０日 西村 勝彦 

   水谷 康行 

   百瀬 茂樹 

平成９年３月３１日 田中 邦裕（ＳＤＢへ） 

  

《平成９年度行事予定：５月以降》 

 ５月３１日（土）門間他４名 COMDEX 出発 

 ６月 ７日（土）菊地コロンバス出発 

 ６月２０日（金）夏期賞与支給日 

 ６月２３日（月）株主総会 

 ９月 １日（火）年俸制自己目標面接開始 

 ９月１９日（金）創立記念日 

１２月１９日（金）冬期賞与支給日  忘年会 

１２月２９日（月）仕事納め 

 

 

 
 

 

 

 

ない、通信網の飛躍的な発展は我々情報産業人をし

てますますコミュニケションのとれない組織や社会

を産み出しはじめています。 

 ＳＰＥＣはもう一度ベンチャーの原点にたち返り、

本物のベンチャー企業を目指さなければなりません。

全員で知恵を絞って、自分のために真剣に取り組み

ましょう。労働の流動化に充分対応できる自己確立

は、まさに自分達の二十一世紀へむけての大きな課

題となります。古賀様、久田様の時を得た玉稿に、

この場を借りて深く感謝申し上げます。 （菊地紀） 
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